
図書館だより

　私ははじめ、周りが初対面の人たちの中で話をすること
に、緊張や不安を感じていました。最初の挨拶が終わり、そ
れぞれ各自で持ってきた自分のおすすめ本を紹介するのです
が、皆で話を聞いているうちに周りの人の緊張がだんだんと
解けてきて、楽しそうな雰囲気になっていくのがわかりまし
た。個人的に驚いたことは、おすすめされた本について何か
質問をする時間になったときに、他の人がすっと手を上げて
質問していくところでした。普段あまり見ない光景でした
が、ここに参加している人たちは皆本が好きで、初対面でも
話し合いなどに積極的な人たちで、一緒に話していてとても
楽しかったです。私はあまり自分から話しかけに行くのが得
意な方ではなかったので、少し安心しました。皆、相槌を打
ったり反応をしたりして、話す方も聞く方も楽しい時間でし
た。テキストについての話し合いは、司会の人だけでなく皆
で進めていく感じで、自分だけでなく、他の人から読んでみ
たときの印象の違いや、自分では思わなかった読み取り方を
知ることができて、面白いと思いました。今回、初めて読書
会に参加して、新しい発見と優しい人たちと話ができて、と
てもいい経験と思い出ができました。また機会があったら参
加してみたいと思います。

先⽣⽅のおすすめ本をあつめた「雲の峰2024」の中で
⼀番読みたくなった本は投票の結果、同じ得票数を獲得
した宮島未奈�著の上記２冊に決定しました。ぜひ、⼿に
取ってみてください。
この２冊に投票してくれた⼈のうち、３名にプレゼント
が当たります。厳正な抽選のうえ、当選者には9⽉13
（⾦）にメールでお知らせしますので、20⽇（⾦）まで
に図書館まで受け取りに来てください。

お知らせ

2024年度９月号　吉井高校図書館 

　多野藤岡地区の高校では、毎年夏に５校合同の
図書委員研修会として読書会がおこなわれてきま
した。コロナ禍で中断していましたが、昨年度か
ら再開、今年度も7月25日（木）藤岡北高校を会
場に開催されました。本校からは６名の図書委員
が参加し、推し本紹介や読書会で本を通じて交流
をおこないました。　

読書会テキスト
ブレイディみかこ 著
「「ｇｌｅｅ／グリー」みた
いな新学期」
『ぼくはイエローでホワイ
トで、ちょっとブルー』
新潮⽂庫刊より

夏休み前に本を借りたまま
まだ返していない⼈がいます
⾄急返却してください

第４６回多野藤岡地区
図書委員研修会報告

感想　副委員長　Ａ．Ｏ．

イギリスのブライトンに住む著者の息⼦は様々な
⼈種や背景を持つ⼦どもたちが集まる「元底辺中
学校」に⼊学します。その学校は演劇や⾳楽、ダ
ンスなど⼦どもたちの好きなことができる環境が
ととのっており、学校⽣活は楽しそう。⼀⽅で、
⼈種差別、貧富の差、ジェンダーの問題など現代
社会の課題に⽇常的に直⾯するところでもありま
した。成⻑していく息⼦とともに著者⾃⾝も悩
み、考えていきます。多様性ということについ
て、深く考えさせられる本です。

「雲の峰2024」

⼀番読みたくなった本決定！

『成瀬は天下を取りにいく』
『成瀬は信じた道をいく』



１－１図書委員おすすめの本

新着図書

西尾維新　著
『十二大戦』

石附浩太郎　著
『一年じゅうかき氷の店　

埜庵の20年』


